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研究者の皆様へ 
 
 

平成 19年度科研費繰越申請書記入要領 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外部資金戦略グループ 
科学研究費補助金チーム 

平成 18 年度繰越に係る審査の経験を踏まえ、繰越

申請書における各繰越事由の書き方や、チェックポ

イントについては、別紙を参照いただきますようお

願いいたします。 

 
 
33

資料４



 
様
 
式
 
Ｃ
－
１

 
 

繰
 
越
（
 
翌
 
債
 
）
承
 
認
 
要
 
求
 
額
 
の
 
算
 
定
 
根
 
拠
 

 
研
究
種
目
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 課
題
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
費
 
 
 
目
 
 
 
別
 
 
 
使
 
 
 
用
 
 
 
内
 
 
 
訳

 
合
計
（
①
＋
②
）
 

①
間
接
経
費

 
②
直
接
経
費

 
物
 
品
 
費

 
旅
 
 
費

 
謝
 
 
金
 
等

 
そ
の
他

 
繰
越
(
翌
債
)

承
認
要
求
額

 
 

 
2
,
1
2
0
,
0
0
0
円

 
  

  
  

 
0

 円
 

 2
,
1
2
0
,
0
0
0
円

 
  

  
2
,
0
0
0
,
0
0
0
円

 
  
 
 
 
 
0

  
円

 

  
  

  
  

  

  
 
 
 
 
0

 
円

 
 
1
2
0
,
0
0
0
円
 

 
算
定
根
拠

 
  
物
品
費
に
該
当
す
る
納
入
予
定
の
抗
体
の
費
用
と
し
て

1,
00

0,
00

0円
、
ま
た
抗
体
を
用
い
た
解
析
の
た
め
の
材
料
費
と
し
て

1,
00

0,
00

0円
の
計

2,
00

0,
00

0円
 

 そ
の
他
に
該
当
す
る
デ
ー
タ
解
析
の
計
算
機
使
用
料
と
し
て

12
0,

00
0
円
が
必
要
で
あ
る
。

 
  

 （
注
）
１
．
『
翌
債
』
と
は
、
「
国
の
翌
年
度
に
わ
た
る
債
務
負
担
」
の
略
。

 
（
注
）
２
．
「
研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
学
術
図
書
）
」
、「
研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
ﾃﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
）」
の
事
業
に
つ
い
て
は
、「
合
計
」
欄
及
び
「
算
定
根
拠
」
欄
を
使
用
す
る
こ
と
。

 
（
費
目
別
使
用
内
訳
は
、「
算
定
根
拠
」
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。
）

 
 

算
定
根
拠
に
つ
い
て
は
、
費
目
別
の

金
額
の
積
算
根
拠
が
分
か
る
よ
う
に

記
載
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
単
価
、

数
量
等
も
分
か
る
範
囲
内
で
記
載
し

て
下
さ
い
。

 

研
究
種
目
及
び
課
題
番
号
を

内
定
等
で
確
認
し
正
し
く
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
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繰
 
越
 （
 
翌
 
債
 
）
 を
 
必
 
要
 
と
 
す
 
る
 
理
 
由
 
書
 

様
式
C
-
2
 

 

研
究
課
題
 

 

事
 
業
 
概
 
要
 

 

（
当
初
計
画
）

 

 

変
更
後
の
計
画
 

 

事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
由
 

   
記
号
等
 
⑦
研
究
に
際
し
て
の
事
前
調
査
又
は
研
究
方
法
の
決
定
の
困
難
 
イ
 

 

 研
究
機
関
名
 

東
京
大
学
 

課
題
番
号
 

 研
究
課
題
名
 

        

・
・
の
神
経
伝
達
部
室
受
容
体

の
・
・
化
に
よ
る
学
習
の
制
御

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
解
析
す

る
。
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           

 ＜
当
初
計
画
＞
 

○
研
究
方
式
（
リ
ン

酸
化
部
位
）
の
決
定
 

平
成
1
9
年
4
月
～
9月
 

○
抗
体
製
作
 

平
成
1
9
年
9
月
～
平
成

2
0
年
1
月
 

○
抗
体
製
作
と
解
析
 

平
成
2
0
年
2
月
～
3月
 

＜
変
更
後
の
計
画
＞
 

○
研
究
方
式
（
リ
ン

酸
化
部
位
）
の
決
定
 

○
抗
体
作
製
 

平
成
2
0
年
1
月
～
5月
 

○
解
析
 

平
成
2
0
年
6
月
～
7月
 

○
 
具
体
的
な
内
容
 

当
初
の
研
究
計
画
で
は
、
平
成
1
9年
9
月
ま
で
に
神
経
伝
達
物
質
受
容
体
が
・
・
化
さ
れ
る
部
位
を
決
定

し
、
抗
体
作
製
の
た
め
の
抗
原
と
な
る
ペ
プ
チ
ド
を
決
定
し
、
9月
に
そ
の
部
位
に
対
す
る
・
・
抗
体
の

作
製
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
 

 
し
か
し
、
平
成
1
9
年
6月
に
、
当
初
検
討
し
て
い
た
手
法
で
は
、
・
・
（
理
由
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

神
経
伝
達
物
質
受
容
体
が
抽
出
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
新
た
な
抽
出
方
法
の
検
討
が
必
要

に
な
り
、
そ
の
抽
出
方
法
の
決
定
に
6
ヶ
月
を
要
し
、
・
・
化
さ
れ
る
部
位
の
決
定
が
1
2
月
と
な
っ
た
た

め
、
平
成
2
0
年
1月
に
予
定
し
て
い
た
抗
体
の
納
入
が
5
月
と
な
り
、
そ
の
抗
体
を
用
い
た
解
析
の
開
始

予
定
が
6月
と
な
っ
た
。
 

 
こ
の
研
究
計
画
の
一
部
と
な
る
、
抗
体
の
作
製
と
そ
の
解
析
が
当
初
計
画
通
り
に
実
施
で
き
な
く
な

り
、
平
成
1
9
年
度
中
に
研
究
を
ま
と
め
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
補
助
事
業
の
年
度
内
の
完

了
が
困
難
と
な
っ
た
。
 

   ○
補
助
事
業
の
完
了
時
期
 

  
平
成

20
年

7月
31
日
 

 

事
業
の
概
要
を
簡
単
に

記
載
し
て
く
だ
さ
い

 

課
題
番
号
及

び
研
究
課
題

名
を
内
定
等

で
確
認
し
正

し
く
記
載
し

て
下
さ
い
。

 

補
助
事
業
の
完
了
予
定
時
期
を
正
し
く

記
載
し
て
下
さ
い
。
（

C
-3
の
研
究
完
了

時
期
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

下
さ
い
。
）

 

別
紙
の
繰
越
事
由
の
中
か
ら
該
当
す
る
繰
越
事

由
の
記
号
等
を
選
ん
で
記
載
し
て
下
さ
い
。

 

昨
年
度
分
の
繰
越
審
査
の
経
験
を
踏
ま
え
、
留
意
す
べ
き
点
を
吹
き
出
し
で
記
載
し
ま
し
た
。
特
に
〈
当
初
計
画
〉
・
〈
変
更
後
の
計
画
〉
・
○
具
体
的
な
内
容

の
記
述
と

C
－
３
の
線
表
が
一
致
し
て
い
る
か
必
ず
確
認
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
○
具
体
的
な
内
容
で
記
載
す
べ
き
内
容
は
昨
年
度
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
る
部
分

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
由
毎
に
昨
年
度
と
比
較
し
た
記
載
例
も
作
成
し
別
紙
と
し
て
添
付
し
ま
し
た
。
必
ず
確
認
下
さ
い
。
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繰　越　事　由
別紙

記　号　等

〔研究に関しての事前の調査〕

（例）研究に際しての事前の調査に予想外の日数を要したため 　⑦　研究に際しての事前調査又は研究方式の決定の困難　ア

〔研究方式の決定の困難〕

（例）研究方式の決定に予想外の日数を要したため 　⑦　研究に際しての事前調査又は研究方式の決定の困難　イ

〔計画に関する諸条件〕
（例）
　・新技術・新材料及び新規条件の出現により当初計画の改良・
　　変更に予想外の日数を要したため
　・国際シンポジウム等の招へい研究者の事情急変により国際シ
　　ンポジウム等の開催計画の見直しに予想外の日数を要したた
　　め
　・諸外国との共同研究において当初計画の改良・変更に予想外
　　の日数を要したため
　・研究の進捗状況に応じた評価の実施により当初計画の改良・
　　変更に予想外の日数を要したため
　・優秀な研究者の適時確保の必要性により当初計画の実施に予想
　　外の日数を要したため
　・当初予定していた成果が得られないことが判明したことにより
　　当初計画の改良・変更に予想外の日数を要したため
　・予想し得なかった新たな知見が得られたことにより当初計画の
　　改良・変更に予想外の日数を要したため
　

　①　計画に関する諸条件　キ　（具体的な内容）

〔気象の関係〕

・豪雨（○月）のため、当初計画の実施に予想外の日数を要したため
　③　気象の関係　ア　（○月）

・豪雪（○月）のため、当初計画の実施に予想外の日数を要したため
　③　気象の関係　イ　（○月）

・波浪（○月）のため、当初計画の実施に予想外の日数を要したため
　③　気象の関係　ウ　（○月）

・気象の関係により、当初計画の実施に予想外の日数を要したため
　③　気象の関係　エ　（具体的な内容）

〔資材の入手難〕
（例）
　・研究計画遂行上必要となる研究用設備の納入の遅延のため当初
　　計画の実施に予想外の日数を要したため
　・希少な素材・材料、実験用動植物の入手困難のため当初計画の
　　実施に予想外の日数を要したため

　⑥　資材の入手難　ウ　（具体的な内容）
※記号等の番号は財務省通知による繰越事由の分類番号です。

繰　越　事　由
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様
　
 式
 　
Ｃ
－
３

課
題
番
号

研
究
課
題
名

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
1
0
月
1
1
月
1
2
月
1
月

2
月

3
月
４
月
5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
1
0
月
1
1
月
1
2
月
1
月

2
月

3
月

　
当
初

変
更
後

　
※
様
式
Ｃ
－
２
「
（
当
初
計
画
）
変
更
後
の
計
画
」
欄
の
内
容
に
つ
い
て
、
線
表
で
示
す
こ
と
。

研
　
　
究
　
　
計
　
　
画
　
　
行
　
　
程
　
　
表

　

平
成
1
9
年
度

平
成
2
0
年
度

抗
体
作
製

研
究
方
式
（
リ
ン
酸
化
部
位
）
の
決
定

抗
体
作
製

抽
出
方
法
検
討
期
間

解
析

研
究
方
式
（
リ
ン
酸
化
部
位
）
の
決
定

解
析

課
題
番
号
・
研
究
課
題
名
を

正
し
く
記
載
し
て
下
さ
い
。

4
月
交
付
内
定
を
受
け
て

い
る
方
は
、
必
ず
4
月
か

ら
線
表
を
記
載
し
て
下
さ

い
。

C
-
2
の
〈
当
初
計
画
〉
で
記
載
し
た
の
と
同
じ
文
言
を
使

用
し
、
C
-
2
で
記
載
し
た
時
期
が
同
じ
で
あ
る
か
必
ず
確

認
し
て
下
さ
い
。

C
-
２
の
〈
変
更
後
の
計
画
〉
で
記
載
し
た
文
言
と
同
じ

も
の
を
使
用
し
、
C
-
2
で
記
載
し
た
時
期
が
同
じ
で
あ

る
か
必
ず
確
認
し
て
下
さ
い
。

今
回
の
繰
越
と
関
係
の
無
い
部
分
の
期
間
の
幅

は
変
更
し
な
い
よ
う
に
記
載
し
て
下
さ
い
。
た
だ
し

増
減
が
あ
る
場
合
は
、
理
由
を
C
-
2
に
分
か
る
よ

う
に
記
載
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
可
能
で
す
。
）
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別紙 

平成 18年度繰越事由 
⑦ 研究に際しての事前調査又は研究方式の決定の困難  ア 
○○の材料に関する研究を行うに当たって、これを用いる関連材料について、当初の計

画においては予見し得なかった新材料が他の研究グループにおいて開発されていることが

○月に判明したため、これを用いるに際し、その材料について事前に解析・調査を行う必

要が生じ、研究が○ヶ月遅れ、補助事業の年度内の完了が困難となった。 
                        

 

 

 

 

 

〈記入の際のポイント〉 

① 繰越事由が発生した時期 
② 当初の計画においては予見しえなかった理由（調査対象再選定の必要性） 
③ 再選定の具体的経過 
④ 計画外の再選定等に要する経費の措置方法 

 

平成 19年度繰越事由（記載例） 

⑦ 研究に際しての事前調査又は研究方式の決定の困難  ア 
○ 具体的な内容 
波の浸食に起因する斜面崩壊メカニズムを、斜面の土壌情報に基づいて明らかにする研究計画に

おいて、事前調査によって選定した軟弱性海岸崖が、本調査を進めるうち、①7月の時点で、②波
の浸食よりも、風化による影響を強く受けており、有効なデータが得られないことが判明した。 
③そこで別の海岸崖を選定することとしたが、わが国には軟弱性海岸崖は岩盤崖に比べて数が少

ないため、この選定に時間を要し、結局本格調査開始が 2ヶ月ほど遅れる結果となった。しかし新
選定地の冬季の気象条件が厳しく、3ヶ月を予定する調査の実施は困難と判明し、翌年 6月～8月
を待たざるをえないこととなった。 
以上のことから、研究計画期間を下記の日まで延長したいので、繰越明許申請を行うものである。

④なお、再選定に係る経費は、すでに交付を受けている補助金で対応可能であり、追加の予算措置

は不要である。 
 
○ 補助事業の完了時期 
平成 20年 8月 31日 

平成 18 年度繰越しに係る審査の経験を
踏まえ、平成 19 年度については、下記
の①～④にあるポイントについて明確

に記載することが求められています。 
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平成 18年度繰越事由 
⑦ 研究に際しての事前の調査又は研究方式の決定困難  イ 
○○に関する材料の研究開発において競争関係にある○○研究所の開発した材料が、当

初予見していた○○の条件下であっても、全く別の内的要因により十分な強度を保つこと

ができず事故にいたることが報告され、○○研究所が開発した材料と同程度以上の世界最

高水準の厳しい条件下で現在研究している材料についても、○○条件の克服だけでは、十

分に信頼性の高い材料開発が困難であることが明らかとなり、研究方式を再検討する必要

が生じ、こと検討に予想外の日数を要したため、補助事業の年度内の完了が困難となった。 
                        

                        

 
 

 

 

〈記入の際のポイント〉 

 
① 繰越事由が発生した時期 
② 研究方式を見直す理由・必要性 
③ 見直しの内容・経過 

平成 19年度繰越事由（記載例） 
⑦ 研究に際しての事前調査又は研究方式の決定の困難  イ 
○ 具体的な内容 
当初の計画では、平成 19 年 9 月までに神経伝達物質受容体が…化される部位を決定し、
抗体作成のための抗原となるペプチドを決定した後、その部位に対する…抗体の作成を開

始することとしていた。 
しかし、①平成 19年 6月に、当初想定していた手法では、②……（理由を記入）である

ことから神経伝達物質受容体が抽出できないことが判明し、③新たな抽出方法の模索を強

いられ、その決定に 6ヶ月を要したため、計画の進捗がそれだけ遅れる結果となった。 
以上のことから、研究計画期間を下記の日まで延長したいので、繰越明許申請を行うも

のである。 
 
○ 補助事業の完了時期 
平成 20年 9月 30日 

平成 18 年度繰越しに係る審査の経験を
踏まえ、平成 19 年度については、下記
の①～③にあるポイントについて明確

に記載することが求められています。 
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平成 18年度繰越事由 
① 計画に関する諸条件  キ 

研究の進展に伴い、当初予想し得なかった新たな知見が得られたことから、その知見

を使用し十分な研究成果を得るために、当初の研究計画を変更する必要が生じたことに

より、その調整に予想外の日数を要したため、補助事業の年度内の完了が困難となった。 
                     
                     
 
 
 
 
 

〈記入の際のポイント〉 

① 繰越事由が発生した時期 

② 新たな知見の具体的内容 
③ 新たな知見の使用する必要性 
④ 具体的経過 
⑤ 計画外のデータ分析等に要する経費の措置方法 

 
 

平成 19年度繰越事由（記載例） 
① 計画に関する諸条件  キ（新たな知見の発見） 
○ 具体的な内容 

①平成 20年 1月はじめに、②「…分子内不斉閉環反応が高度に触媒的に起こる」と
いう当初の予想をはるかに上回る興味深い結果を得た。③この端緒的な発見は、…の触

媒機能に新概念をもたらし、本研究の成果を飛躍的に高めるだけでなく、当該研究分野

の発展に対する革新的な寄与を期待させる潜在的可能性をもつものと思われる。 
そのため、④当初の計画を変更し、この新たな知見の更なる追究に向けた実験・分析

のためのデータ収集を優先させることとしたが、この作業等には年度を越えて更に 4ヶ
月を必要とする見込みである。 
以上のことから、研究計画期間を下記の日まで延長したいので、繰越明許申請を行う

ものである。なお、⑤上記追加作業に要する経費は、既に交付を受けている補助金で対

応可能である。 
 
○ 補助事業の完了時期 
平成 20年７月 3１日 

 

平成 18 年度繰越しに係る審査の経験を
踏まえ、平成 19 年度については、下記
の①～⑤にあるポイントについて明確

に記載することが求められています。 
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平成 18年度繰越事由 
① 計画に関する諸条件  キ 
研究の進展に伴い、当初予想し得なかった新たな知見が得られたことから、その知見を

使用し十分な研究成果を得るために、当初の研究計画を変更する必要が生じたことにより、

その調整に予想外の日数を要したため、補助事業の年度内の完了が困難となった。 
                     
                     
 
 
 
 
 

〈記入の際のポイント〉 

① 繰越事由が発生した時期 
② 新たな知見の具体的内容 
③ 新たな知見の使用する必要性 
④ 具体的経過 
⑤ 計画外のデータ分析等に要する経費の措置方法 

 
 

平成 19年度繰越事由（記載例） 
① 計画に関する諸条件  キ（新たな知見の発見） 
○ 具体的な内容 
本研究の主要な研究対象は・・・家の伝来史料である。①平成 19 年 12 月に、従来の

調査では現存しているとは予想し得なかった新たな史料②（・・を示す絵図、・・・に関

する文書）が、・・の・・家旧家臣家に保管されていることが調査の過程で判明した。③

この史料は当研究に重要な影響を与える貴重なものであり、④それらの史料を分析して

十分な研究成果を得るために、史料の借用に関する・・・家の調査に 1 ヶ月、関連史料
の調査に約 2 ヶ月、さらにその成果を踏まえた従来の分析結果の手直しに 1 ヶ月を要し
たため、当初の研究計画を変更する必要が生じ、補助事業の年度内の完了が困難となっ

た。 
また、⑤上記追加作業に要する経費は、既に交付を受けている補助金で対応可能であ

る。 
○ 補助事業の完了時期 
平成 20年 6月 30日 

平成 18 年度繰越しに係る審査の経験を
踏まえ、平成 19 年度については、下記
の①～⑤にあるポイントについて明確

に記載することが求められています。 
 

 
 
41



平成 18年度繰越事由 
① 計画に関する諸条件  キ 
 当初の研究計画には○○について卓越した技量を持った研究者である○○研究者（研究支

援者）に参加頂くこととしていたが、○○研究者（研究支援者）の所属先研究機関での研

究に予期しない重大な変更（○○研究者の共同研究者の予期しない人事異動により一人で

実験を遂行せねばならず研究期間が延長した）が生じ、当該研究への参画が平成 19年 4月
以降となった。このため、○○研究者を平成 18年度中に雇用することが出来ず、○○研究
者が担当する実験が半年間まったく出来なくなったため、補助事業の年度内の完了が困難

となった。 
                        

                        

 

 

 
 

〈記入の際のポイント〉 

① 繰越事由が発生した時期 

② 当初予定していた研究者が確保できなかった具体的な理由 

③ 代替者確保が困難な理由 

④ 研究計画における役割・重要性 

⑤ 代替者確保の見込 

平成 19年度繰越事由（記載例） 
① 計画に関する諸条件  キ（研究者の確保） 
○具体的な内容 

当初の研究計画は、本計画に必要な〝・・解析″について卓越した技量を持った研究者

である研究支援者に参画頂くこととしていたが、①平成 19 年 8月頃に②研究支援者の所属

先研究機関での予期しない重大な変更（所属研究機関で行っている研究プロジェクトにお

いて追加の研究を行う必要が生じ研究期間が延長となった）が生じ、当該研究への参画が

不可能となり、急遽代替者を探したが、③当該技術が高度な専門性を要することから、今

年度中に雇用できる人材が見つからなかった。 

このため研究支援者を雇用することが出来ず、④当該研究支援者が担当する実験が半年

以上まったく出来なくなったため、この研究計画の一部分となる実験データ分析（・・解

析）が当初計画通りに実施できなくなり、研究成果を取りまとめることが不可能となり、

研究成果を取りまとめることが不可能となり補助事業の年度内の完了が困難となった。 

なお、・・⑤解析に使うデータの採取そのものは予定どおりに進んでおり、平成 20 年 4

月から雇用することで代替研究者の内諾を得ている。 

○ 補助事業の完了時期 
平成 20年 10月 31日 

平成18年度繰越しに係る審査の経験を
踏まえ、平成 19年度については、下記
の①～⑤にあるポイントについて明確

に記載することが求められています。 
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平成 18年度繰越事由 
① 計画に関する諸条件  キ 
○○に関する国際シンポジウムを○月に開催する予定でいた。その際、海外招へい研究者

に講演を依頼し、また本人からの同意をえていたが、開催直前になって自己都合により欠

席することとなった。この研究は○○の研究に関し国際的に著名な研究者であり、同研究

者の講演なしにシンポジウムを開催することはできないため、翌年度にシンポジウムを延

期し、再度日程調整等の必要が生じたことから、補助事業の年度内の完了が困難となった。 
 
 
 
 
 
 

＜記入の際のポイント＞ 

① 繰越事由が発生した時期 

② 研究者が確保できなかった具体的な理由 

③ 研究計画における位置づけ・重要性 

④ 代替者確保が困難な理由 

⑤ シンポジウム開催の見込み 

平成 19年度繰越事由（記載例） 
① 計画に関する諸条件  キ（海外研究協力者の事情） 
○ 具体的な内容 

・・教育に関する国際シンポジウムを平成 19年度（夏期）に開催する予定でいた。その

際、海外研究協力者に講演を依頼し、また本人からの同意を得ていたが、①本年度の 7 月

頃に②海外研究協力者の所属先の研究において、研究内容の分析・検討に予想外の日数を

要したとのことで、予定していた開催時期までに完了せず、延長する必要が生じ、ぎりぎ

りまで日程調整をしたが、来日が困難となり、平成 19 年度にシンポジウムを実施できなく

なった。 

③④この海外研究協力者は・・・における・・・の・・・教育の研究に監視国際的に著

名な研究者であり、同研究者の講演なしにシンポジウムを開催することはできず、また、

シンポジウムの成果を活用することなしには当研究課題の目的（・・諸国との比較研究）

を達成することができないため、補助事業の年度内の完了が困難となった。 

なお、⑤再度日程調整等の結果、20 年度（夏期）にシンポジウムを開催することで、当該

海外研究協力者の内諾を得ている。 

 

○ 補助事業の完了時期 

平成 20 年 3月 31 日 

平成 18 年度繰越しに係る審査の経験
を踏まえ、平成 19 年度については、
下記の①～⑤にあるポイントについ

て明確に記載することが求められて

います。 
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平成 18年度繰越事由 
① 計画に関する諸条件  キ 
ロボットの試作を行うに当たって、当初計画においては、○ヶ月をかけて様々な解析手

法や評価方法を開発し、その手法を用いて新しいロボットの試作を行う予定であったが、

○○の発生により、その開発に予想外の日数を要したため、当初研究計画通りに試作を行

うことができなくなり、補助事業の年度内の完了が困難となった。 
 

 

 

 

 

 

 

＜記入の際のポイント＞ 

① 繰越事由が発生した時期 

② 研究用設備の開発遅延の理由（予見し得ない理由） 

③ 開発遅延の経過 

④ 計画外の問題解決に要する経費の措置方法 

 

平成 19年度繰越事由（記載例） 
① 計画に関する諸条件  キ（研究用設備の開発の遅延） 
○ 具体的な内容 

研究遂行にあたって、当初の計画においては、3ヶ月かけて放電予備電極を試作し、1ヶ

月で放電実験によるセンサ設計の基礎データを取得し、その後 5 ヶ月かけて、プロトタイ

プセンサを用いた放電計測実験を行う予定であったが、①本年度の 6 月に②放電予備電極

を用いた実験において当初の計画では想定されていなかった電極基盤の耐圧不足による絶

縁設計の問題に対応する必要が生じ、③放電予備電極の開発に新たに 3 ヶ月を要したため

、当初研究計画通りに試作を行うことができなくなり、この研究計画の一部分となるプロ

トタイプセンサを用いた沿面放電計測実験及び実験データの分析が当初計画通りに実施で

きず、平成 19 年度中に研究をとりまとめることが不可能となった。 

なお、④追加して行う問題解決に要する経費については、既に交付を受けている補助金

で対応が可能であり、追加の予算措置は不要である。 

 
○ 補助事業の完了時期 
平成 20年 6月 30日 

平成 18 年度繰越しに係る審査の経験
を踏まえ、平成 19 年度については、
下記の①～④にあるポイントについ

て明確に記載することが求められて

います。 
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平成 18年度繰越事由 
① 計画に関する諸条件  キ 
研究を実施していく中において、○○の事象が生じたことで当初予定していた成果が得

られないことが判明したため、当初の研究計画を変更する必要が生じたことにより、その

調整に予想外の日数を要したため、補助事業の年度内の完了が困難となった。 
 
 
 
 
 
 

 ＜記入の際のポイント＞ 

① 繰越事由が発生した時期 
② 研究内容・方法の変更の経過 
③ 研究内容・方法の変更の必要性 
④ 問題点解決の見込 
⑤ 変更に要する経費の措置方法 

平成 19年度繰越事由（記載例） 
① 計画に関する諸条件  キ（研究内容・方法の変更） 
○ 具体的な内容 

当初の研究計画ではタンパク質分解酵素で部分分解した消化液中タンパク質を･･法によ

ってアミノ酸配列決定することとしていた。しかし、①計画どおり平成 19 年 9月まで実験

を行ったところ、②半数のタンパク質については予定どおり配列決定が成功したものの、

残り半数についてはほとんど分解できないという予想外の結果となったため、引き続き 10

月～12 月まで異なった部分分解酵素を用いて繰り返し実験を行ったものの成功しなかった

が、平成 20年 1 月にタンパク質熱分解法に成功し、部分分解できるようになった。 

研究内容・方法について再検討をした結果、③タンパク質熱分解法の最適実験条件設定

に、平成 20 年 1月～4月までの 4ヶ月間を要し、さらにアミノ酸配列決定実験に平成 20 年

5 月～9月までの 5ヶ月を見込まれることが分かった。④なお、配列決定後着手する予定だ

った cDNA ライブラリーの作製実験、シロイヌナズナを用いた実験も年度内完了が困難とな

り、平成 21年 3 月までかかる見込である。 

なお、⑤研究内容･方法の変更に要する経費は、既に交付を受けている補助金で対応が可

能であり、追加の予算措置は不要である。 

○ 補助事業の完了時期 
平成 21年 3月 31日 

平成18年度繰越しに係る審査の経験
を踏まえ、平成 19年度については、
下記の①～⑤にあるポイントについ

て明確に記載することが求められて

います。 
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平成 18年度繰越事由 
⑥ 資材の入手難  ウ 
圃場において栽培していた実験用植物が、夏場の高温により病虫害の被害を受け、実験

に用いることができなくなったが、これに代わる実験用植物の他から入手が遅れたため、

当初の研究計画において予定していた実験の一部が実施できなくなったため、補助事業の

年度内完了が困難となった。 
 
 
 
 
 

 

 ＜記入の際のポイント＞ 

① 繰越事由が発生した時期 
② 資材不足となった理由 
③ 問題解決のためにとった措置 
 

平成 19年度繰越事由（記載例） 
⑥ 資材の入手難  ウ（資材不足） 

○ 具体的な内容 

①平成 19 年度 4月に飼育室で飼っていた 3,000 匹のノックアウトマウスのうち、②飼育

管理は適切になされており、不備はなかったにもかかわらず、約 1,000 匹が伝染病に感染

した。この伝染病が他のマウスにも感染している可能性があるため、全マウスが実験に使

用できなくなり、当該年度の実験に必要となる約 700 匹のマウスを確保することができな

くなった。 

③当該マウスは、自己免疫疾患に関する様々な遺伝子を欠損させた特殊なノックアウト

マウスであり、他から入手することができない上、作成にはおよそ 10 ヶ月かかるため、改

めてこのノックアウトマウスを作成し、実験を行い、データ分析と研究成果の取り纏めを

行なう必要がある。 

 

○ 補助事業の完了時期 

平成 21 年 1月 31 日 

平成18年度繰越しに係る審査の経験
を踏まえ、平成 19年度については、
下記の①～③にあるポイントについ

て明確に記載することが求められて

います。 
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平成 18年度繰越事由 
③ 気象の関係  エ（天候不良による観測時間の不足） 
○○地方における○○に関する研究において野外調査を○月から○月の間予定したが、

△△地震により必要な研究環境が確保できず○ヶ月間の遅れが生じ、野外調査が実施でき

なくなったため、補助事業の年度内の完了が困難となった。 

 
 
 
 
 
 
 

 ＜記入の際のポイント＞ 

① 繰越事由が発生した異常気象の時期と客観的事実（データなど） 
② 異常気象が研究計画に及ぼした影響（遅延の経過） 
③ 見直しの必要性とその内容 
 

平成 19年度繰越事由（記載例） 
 

③ 気象の関係  エ（天候不良による観測時間の不足） 
○ 具体的な内容 
当初の研究計画では、研究対象である天体を観測し、データ解析を行なうこととしてい

たが、観測を行なった①７月の夜間の晴天率が例年に比べて低く（50％程度）、②当初計画

していた観測時間を確保できず、十分なデータ量を取得することができなかった。このた

め、データの解析及び研究成果の取り纏めを年度内に完了させることが困難となった。③

必要な研究成果を得るためには、観測時間の追加が必要であるが、研究対象である天体を

観測できる時期は年間を通して限られており、次に観測できるのは平成 20 年 5～7 月であ

る。 

したがって、追加の天体観測を当該時期に行なった上でデータを解析し、研究成果の取

り纏めを行なう必要がある。 

 

○ 補助事業の完了時期 

平成 20 年 11 月 30 日 

平成18年度繰越しに係る審査の経験
を踏まえ、平成 19年度については、
下記の①～③にあるポイントについ

て明確に記載することが求められて

います。 
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